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し が

地球を取 り巻 く環境が常に変化 してゆくなかでよりよい暮 らしを目指 し努力を続けた

結果、多種多様にわたる生活様式が繰 り広げられました。それらは文化遺産となって残

り、それらを様々な角度から追究することによって過去の様子を知ることができるので

す。

その中でも埋蔵文化財とは、発掘調査によって上の中から掘り出されるものですが、

古文書に記載される様な一部の階層の人々だけでなく、今に伝わることなく歴史の中に

埋 もれていった名前も知れない人々の生活にまでも直接触れることのできる遺産であり

ます。これを保存・ 究明することは、物質的な側面にこだわりがちな現代の私達に対 し

て精神的な豊さや生活への再考をもたらすものであると思っています。

しかしながらこの埋蔵文化財は近年の急速な土地開発等により全国的な規模で破壊・

消滅の危機にあります。本町におきましても現在38ケ 所の埋蔵文化財の包蔵地、いわゆ

る遺跡が確認されていますが、年々その破壊と消滅を止めることはできません。

このような状勢の中で、本町教育委員会では壊されてゆく遺跡の記録・ 保存を行 うた

めに、土地所有者をはじめ関係者各位のご理解とご協力を得て発掘調査等を実施 してま

いりました。本書は平成 6年度中に国庫補助を受けて実施 した発掘調査成果を概要報告

書としてまとめたものであります。いずれも小規模な調査で十分な成果を挙げたとはい

えませんが、皆様のお役に立てていただければ幸いであります。

現地での発掘調査にあたってご理解とご協力をいただきました土地所有者ならびに関

係者各位に厚 くお礼申し上げますとともに、よリー層のご理解・ ご協力をお願い申 し上

げます。

平成 7年 3月

熊取町教育委員会

教育長 七 里   弘

きは



例 口

1.本書は、熊取町教育委員会が平成 6年度国庫補助事業として計画 し、町史編さん室

が実施 した熊取町遺跡群発掘調査概要報告書である。

2.調査は、熊取町教育委員会町史編さん室 前川 淳を担当者とし、平成 6年 4月 1

日に着手 し、平成 7年 3月 31日 をもって終了 した。

3.本書は、報告書作成の都合上、前年度にあたる平成 6年 3月 から平成 7年 2月 末ま

での発掘調査成果を掲載することとした。

4.本書における図面の方位は、地図以外について磁北を示すこととした。

5。 本書における図面の土色は、必要に応 じて、小山正忠・ 竹原秀雄編『新版 標準土

色帖』第10版 (農林水産省農林技術会議事務局監修・ 財団法人日本色彩研究所色票

監修 1990年度版)を援用 した。

6.調査および本書の作成には以下の調査員・調査補助員の参加を得た。

調 査 員 阪口 雅美・関井 澄子・永井 仁・ 山本 恵子

調査補助員 桑原 良治・武田 徹・ 田中 小夜・ 水葉 希・南谷 克実

吉田 知秋・和田 志穂
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第 1章 は じ め

平成 6年度における文化財保護法に基づく土木工事等による埋蔵文化財の発掘調査届

出件数 (平成 7年 2月 末現在)は 33件 であり、昨年度の同じ時期 (27件)と 比較 して若

千の増加を示 している。その内訳は、ガス 0上下水道・電気工事等 4件、個人住宅建設

8件、公共施設建設 3件、店舗・事務所建設17件、その他 1件 となっている。また、遺

跡別に見ると、東円寺跡における届出が11件、次いで大久保 B遺跡、久保城跡が各 4件、

大谷池遺跡、城之下遺跡が各 2件、中家住宅、大久保 E遺跡、久保A遺跡が各 1件 とい

う状況である。

以上のような状況の下で、 2月 末現在までに本町教育委員会では、発掘調査を16件 、

立会調査を 2件、慎重工事 7件を実施・ 指導 している。その内訳は、発掘調査について

は国庫補助対象事業が 5件、民間事業

が11件、公共事業が 1件 となっており、

立会調査については民間事業が 2件 と

なっている。

本書では、平成 6年度国庫補助事業

として実施 した東円寺跡 2件、降井家

屋敷跡 1件、久保城跡 1件、大久保 E

遺跡 1件および平成 5年度事業の未報

告分である東円寺跡 2件 (東円寺跡93

-12,93-13区 )を合わせた 7件の発

掘調査成果について概要を報告する。

プ
」
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第 1図 熊取町の位置



第 2章 地理的 。歴史的環境

第 1節 地理 的環境

熊取町は大阪府泉南地域のほぼ中央部に位置 し、貝塚市・泉佐野市の両市に囲まれた

町である。町域は東西約4.8km、 南北約7.8kmと 、南北に長い木の葉形を呈 している。町

域の総面積は約17平方kmを 有する (第 1図 )。

地形による面積比をみると、山地が41%、 丘陵24%、 段丘23%、 低地12%に 区分され、

山地・ 丘陵部が町域総面積の約 3分の 2を 占めている。地域別にみると、町南部におい

ては泉南地域の基本山地となる和泉山地が大部分を占めており、北部においては和泉山

地から派生する和泉丘陵とその縁辺部に発達する段丘部が多 くを占めている (第 2図)。

また、北部では狭小ながらも河川の対岸に洪積地が形成されている。

町域に水源をもつ河川は大別 して見出川・雨山川・ 大井出川の 3水系が存在している。

3河川とも町南部の山間部を水源として南部から北部へ向かって流下 し、泉佐野市を流

下 して大阪湾に注ぎ込んでいる。いずれの河川も下流部分が他市域を流れることに加え

て、本町域が瀬戸内式気候区の東端に位置 しているため年間降雨量が少量であることか

ら、古 くから町域一帯に多 くの潅漑施設が存在 している。特に現在においても町内随所

で潅漑用の溜め池を目にすることができる。

第 2節 歴史 的環境

本町内の遺跡数は現在38カ 所を数えるが、遺跡の範囲・性格等の不明確なものが未だ

に多 く存在 しているのが現状である (第 2図 )。

旧石器・ 縄文時代については、成合寺遺跡 (8)か ら縄文時代の石鏃・ スクレイパー

等の石器類が出土 している。また、平成 5年度の東円寺跡 (6)の調査で、縄文時代早

期の有舌尖頭器や前期頃の石匙・ 石鏃が出土 しており、近辺に縄文集落の存在を窺わせ

るものとして注目される。

弥生時代では大久保 B遺跡 (28)・ 大久保 E遺跡 (37)が知 られている。大久保 E遺

跡の調査で、終末期頃に比定される遺物が大量に投棄された溝が検出されており、今後

の周辺地域の調査で当該期の集落が発見される可能性が高いといえる。他に同時代のも

のとしては、前述 した成合寺遺跡・ 東円寺跡から石器が出土 している。

古墳時代については五門北古墳 (12)・ 五門古墳 (13)が古墳であったとされるが現

-2-
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38.久保 B遺跡

第 2図 熊取町内遺跡分布図
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在は消失 しており詳細は不明である。他に同時代の遺構等は発見されておらず、本町に

おいては不明瞭な時代である。

奈良・ 平安時代については、東円寺跡 (6)か ら8世紀代の掘立柱建物群が検出され

ている。また、平安時代末頃には同遺跡の遺跡名でもある「東円寺」が建立 されたこと

が出土瓦より推測されている。

中世では、前述 した東円寺跡から13世紀代の掘立柱建物が現在までに10棟以上検出さ

れており、奈良時代以降中世に至るまでこの付近一帯に村落 0社寺が形成されていたこ

とを窺い知ることができる。成合寺遺跡 (8)は 14世紀代を中心とする中世墓地遺跡で

あり、600基 あまりの土墳墓群や掘立柱建物が検出されている。大浦中世墓地 (14)も

同じく13世紀から15世紀にかけての中世墓地遺跡であり、近年の発掘調査において当町

の在銘五輪塔の中で最 も古い享徳 4年 (1455年)銘の入 った五輪塔の地輪が出土 してい

る。中世城郭については山城・ 平城を含めて現在 6カ 所の推定地を挙げているが詳細 は

不明である。また、 5カ 所ある中世寺院跡推定地についてもほとんど未調査であり今後

の調査に期待がもたれる。建造物では鎌倉時代に建立されたと考えられる重要文化財の

来迎寺本堂 (3)が 当町最古の建造物である。

近世については、重要文化財の降井家書院 (1)・ 中家住宅 (2)と いった建造物や

中家文書等の中近世文献史料の調査が早 くから進められており、近世熊取の様相が多岐

にわたり研究・ 解明されてきている。埋蔵文化財の側では、降井家屋敷跡 (25)の調査

で旧来の屋敷地を区画 していたと推定される溝を検出し、中家住宅周辺地の調査では15

世紀代の遺物と遺構を検出したのをはじめ、大量の江戸期の陶磁器・ 瓦片の出土をみて

いる。

また本町では溜池の調査 も行っており、これまで江戸期の木製の樋管を数本検出 して

いる。

・ llll大阪文化財センター『成合寺』 (1985.3)

・ 熊取町教育委員会  『熊取の歴史』 (1986.11)

・     ″    『熊取町埋蔵文化財調査報告』

献文考参

-5-
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第 3章 調 査 の 概 要

第 3図  東円寺跡調査位置図

東円寺跡 は熊取町の北東部、熊取町大字野田及び紺屋に所在 し、熊取町役場・ 公

民館の前面域を中心 とする付近一帯に広がる寺院・ 集落遺跡である (第 2図 )。 現

在のところ東西約900m・ 南北約400mの 町内最大の遺跡指定範囲を有す る。地形的

には現在の大井出川 (住吉川)の右岸域に形成 された低位段丘上に立地 している。

遺跡名 となっている「東円寺」 (廃寺)は、近辺の発掘調査により出土 した軒丸 0

軒平瓦や文献等か ら平安時代末頃に建立 された寺院であると推定されている。 当寺

院は、付近の水田に伝え られている「 トヨジ」「東永寺」 「大門」 「堂 ノ後」等の

小字名か ら、段丘面の高位置にあたる現在の熊取町役場の正面域に所在 していたと

考え られているが、中心部の発掘調査が行われていないため伽藍配置等 の正確 な把

握は未だなされていない。

しか しなが ら、付近における近年の調査では、後世の開発行為によって遺構面が

削平をうけている状況の検出例が多 く、今後の調査によって東円寺自体の全容を掴

-6-



むことは、困難な状況である。寺院推定地周辺の調査の蓄積によって、寺院跡 としての

当遺跡の様相よりも寺院建立以前におけるこの地の様相や、建立以後に周辺に成立 した

13世紀から14世紀にかけての中世村落の様相が少 しずつ明らかになりつつある。

現在のところ当遺跡において人間の営みを知ることのできる最古の時代としては縄文

時代早期にまで遡ることができる。平成 5年度に行った熊取町立中央小学校内の発掘調

査において、縄文時代早期の有舌尖頭器や前期の石匙・石鏃等が出土 しており、このこ

とは、当時この付近一帯が縄文人の狩場として存在 した可能性を示唆 している。

当地周辺において確実な生活関連の遺構が検出されるようになるのは奈良時代 (8世

紀)以降である。「東円寺」推定地の西側近接地の発掘調査において、 8世紀代に比定

される遺物や掘立柱建物群が検出されている
°
し また、包含層内には広 く奈良期の遺物

が混入することからみて、少なくとも奈良時代には同地周辺の段丘上位面における土地

利用・開発が進み始めていたことを裏付けている。

中世 (主に13世紀～14世紀)に なると寺院推定地を中心として遺構・ 遺物の検出量が

飛躍的に多 くなり、段丘面上の利用・ 開発が広範囲に行われたことを知ることができる。

とりわけ寺院西側及び東南側段丘面付近一帯の開発が著 しく、既往の発掘調査において

計10棟以上の掘立柱建物を検出している。特に、1988年度に行った遺跡東端付近の発掘

調査において同時期の鍛治に関連する遺構を検出しており
②
、遺跡の東方への広がりを

示唆 している。また、平成 5年度の中央小学校発掘調査では自然地形を利用 した中世水

田跡が検出されている。

近世における当地周辺は「東円寺」の衰退とともに一律に整地を受け水田化されたこ

とが既往の調査からある程度判明 している。「東円寺」の衰退については秀吉の根来寺

遠征の際に焼亡 し衰退 したと言い伝えられているが、その是非についての物証的裏付け

は現在のところなされてはいない。

東円寺跡93-12区

調査地点は、熊取町役場より西南西約400m、 大阪外環状線より20m程 南へ入 った紺

屋の集落の一角である。南の住吉川に向って徐々に傾斜する段丘上にあって、近世より

水田開発が行われてきた地域である。 (第 3図 )

本件は個人住宅の建て替え工事に伴うものであり、平成 6年 2月 9日 に届出を受けた。
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申請地番は熊取町大字紺屋255-6番地、

申請面積は103ピである。

調査は旧宅が撤去された後、便槽に

あたる南側部分に調査区 (2× 1.5m)

を設定 し、平成 6年 3月 2日 と 3日 の

2日 間、人力掘削で行った。 (第 4図 )

基本層序は上から順に、宅地造成に

関係する整地層 (第 1層 )、 耕作開発

層 (第 2、 第 3、 第 4層 )が あり、そ

の直下の黄褐色砂質土層 (第 5、 第 6層 )

遺構・ 遺物は一切認められなかった。

第 4図 東円寺跡93-12区 調査区設定図

が自然堆積層 (地山)で ある。 (第 5図 )

その特徴から近世以後のものと思える耕作土層が地山面を削平 している状況が窺われ

ることによって、近世以前に存在 していた土層は失われていると思える。

また調査区内の僅かの落込み状の部分にみられる黄褐色砂質土 (第 5層 )が 自然堆積

土層であること等を考えあわせると、この地点が近世以前に開かれていた可能性は少な

いと思える。

また平成 5年 5月 には、今回の調査地点の即西隣でも、個人住宅建設に伴 う調査を行

い、今回の調査結果とほぼ一致する結果を得ている
°
。

爾
~獄

R多
:駐曇i芍Lねむ

t    ,         610Y R 5/3に ヽい黄褐色砂爆土
ヽ  ノ

0                   1m

第 5図 東円寺跡93-12区 調査区断面図

東円寺跡93-13区

前記の東円寺跡93-12区の調査地点から南東へ僅か35mの 地点にあたり、ほぼ同様の

位置環境を呈 している。 (第 3図 )

本件は個人住宅の新築工事に伴 うものであり、届出は平成 6年 2月 22日 、申請地番は

＼

＼
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熊取町大字野田2434-2と 2831番地、 申請面

積は390.47ピ である。

旧宅撤去の後、中央東端部に調査区 (2×

1.4m)を設定 して、平成 6年 3月 14日 と15

日の 2日 間人力掘削による調査を行った。

(第 6図 )

基本層序は上から、耕作開発に伴う層が

3層 (第 1～ 3層 )、 以下に明黄褐色弱粘

質土層 (第 4層 )、 黄灰色砂質土層 (第 5

層)、 褐灰色砂質土層 (第 6層 )があって、

黄褐色シル ト層 (第 7層 )以下黄褐色砂礫

土層 (第 8層 )が 自然層 (地山)と 思われ

た。第 5、 第 6層 はその特徴から中世頃の

耕作開発に伴 う土層と思われる。 (第 7図 )

遺物は検出しなかったが、調査区南角に

直径約 14cm、 深さ約20cmの ピットを 1ケ 検

10m

第 6図 東円寺跡93-13区 調査区設定図

出した。埋土は暗褐色のシル トで、特徴から柱穴と思われる。

尚、今回の工事によって、第 4層以下に影響が及ばないことを確認 した上で調査を終

了 した。

1現耕作土
2現床土
3 0YR 6/6明黄褐砂質土 :床土
4 0YR 6/8明黄褐色弱粘質土
525Y6/1黄 灰色砂質土 :旧耕作土
6 0YR 6/1褐灰色砂質土 :旧耕作土
7 0YR 5/8黄掲色シルト:地山
8 0YR 5/8黄掲色砂礫土

0

第 7図 東円寺跡93-13区 平面、断面図

＼ヽ
　

　

／

Ｅ・・・。「一』‐‐‐‐‐‐‐―‐‐Ⅲ‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐１‐．‐．‐岬‐‐‐‐‐ⅢＭ円円同」‐
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岩√ミ≡焉が多
イ`

¬|1  黒
〉じ   /
|ド           /

-9-



ｍ

―

―

―

―

―

―

―

‐

‐

‐

―

‐
―

‐

‐

―

―

―

―

‐

１ ０

ヽ
へ
ヽ
、
ャ
、
、

第 8図  東円寺跡94-2区 調査区設定図

東円寺跡94-2区

本調査地点付近は熊取町役場から北西約60m付近にあり、古 くから田園地帯であった

が、大阪外環状線の新線整備とともに沿線は建造物が多 くなってきた。大阪外環状線の

北側に当るこの付近は南側よりも一段と低位にあり、周囲の調査では砂質の自然堆積層

が観察されている。 (第 3図 )

本件は個人住宅の建て替え工事に伴 うものであり、平成 6年 4月 20日 に届出を受けた。

申請地番は熊取町大字野田2444番地、申請面積は796どである。

調査は最 も道路に近い東側に調査区 1(2× 2m)、 それとは正反対側の西側に調査区

2(2× 2m)、 この両調査区間に細長 く調査区 3(6× 15m)を 設定 して、平成 6年 6

月27日 より29日 までの 3日 間、人力掘削による調査を実施 した。 (第 8図 )

基本層序は上から、耕作土 (第 1層 )、 旧耕作土 (第 2層 )、 床土 (第 3層 )、 浅黄

色の粘質土 (第 4層 )、 明黄褐色粘質土 (第 5層 )、 砂礫 (第 11層 )が基本 となる。第

調査区1西壁断面図 調査区2東壁断面図

27.900m

110Y R 4/1褐 灰色砂質土 :耕作土
2 0YR 6/1褐灰色砂質土 :日耕土
3 0YR 5/6黄褐色粘質土 :床土
4 25Y7/4浅 黄色粘質土
5 0YR 6/6明黄褐色粘質土 :地山
610Y R 7/8黄橙色弱粘質土 :日床土

725Y 7/6明 橙褐色砂質土

第 9図 東円寺跡94-2区 調査区 10203断 面図

l__    1     1lm
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4層の浅黄色粘質土は整地にともなう土層と思われるが遺物等は全 く包含 してお らず、

以下の明黄褐色粘質土層 (第 5層 )が地山と思われる。その他中央部分の調査区 3付近

では、第 4層 と第 5層 の中間に黄褐色系の粘質土及び砂層が数層見 られるが、これは状

況から中近世以降の耕作に関係するものと思われ、遺物等が検出される可能性は極めて

低い状況であった。 (第 9図 )

遺構・遺物は一切検出できなかった。

東円寺跡94-7区

本調査地は国道 170号に面 して熊取町立中央小

学校の西隣に位置 している。地形的には、およそ

30m南に大井出川が流下する低位段丘上に位置 し

ている。 (第 3図 )

本件は個人住宅の建て替え工事に伴うものであ

り、平成 6年 8月 26日 に届出を受けた。申請地番

は熊取町大字野田 2220-3番地の一部で、申請面積

は88.93ピ である。

調査は既存建造物の撤去後、工事に先立って調

査地中央西寄りに調査区 1(1.5× 2m)、 中央東寄

りに調査区 2(1.5× 2m)を設定 して、平成 7年 1

月 17日 から 1月 19日 までの 3日 間、人力掘削によ

る調査を実施 した。 (第 10図 )

調査区 1北壁断面図

2 0Y R 7/1灰 白色砂質土 :日耕土
3 0Y R 6/8明 黄褐色砂質土 :日 床土
4 0Y R 6/6明 黄褐色砂質土 :旧 耕土系
575YR 6/6橙 色砂質土 :4の 床土及び旧耕土
675YR 5/8明 褐色砂質土 :5の床土系
775YR 5/8明 掲色粘質土
8 0Y R 4/6褐 色砂質土 :地 山

第 11図  東円寺跡94-7区 調査区 1・ 2

〆
¬

|

|

|

L_____―
_

圃
調査区 2

表土 9 10Y R 6/6明 黄褐色粘質土 :地 山粘土
0 0YR 6/2灰 黄掲色砂質土 :近年の痕跡 |と 2と 3を 含んでいる
10Y R 5/1褐 灰色砂質土 :耕± 2を 含んだ地表土整地土
2 0YR 6/3に 、ヽい黄橙色砂質土 :整地上 (日 耕土を含んでいる)
3 10Y R 6/2灰 黄掲色砂質土 :整地土
410YR 6/6明 黄掲色砂質土 :床上を含んでいる
5 10YR 5/4に 、いい黄褐色砂質土 :粗粒砂とマンガン斑

/

L_____」 。い

第 10図

東円寺跡94-7区 調査区設定図

調査区2西壁断面図

39.50m

0        1m

_ノ
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基本層序は調査区 1で は上から整地土 (第 1層 )、 旧耕作土 (第 2層 )、 床土 (第 3

層 )、 その下に耕作土・ 床土を含んだ整地土 (第 4～ 7層 )、 褐色砂質土 (第 8層 )、

明黄褐色粘質土 (第 9層 )と なっており、第 8層以下は地山と観察できる。調査区 2も

同様であるが、近年の攪乱があり、地山はにぶい黄褐色砂質土 (第 7層)で あり、上面

は削平されている。したがって、いわゆる包含層や生活面はなく遺構・遺物は一切検出

されなかった。 (第 11図 )

第 2節 降井家屋敷跡の調査

ヽ

ヽ
、

轟

゛
性 __市 ___十 一 一 一 一 一

二
甲

m

第 12図  降井家屋敷跡 調査区位置図

地理的には、」R熊取駅から南東へおよそ500m付近にあって、住吉川 (大井出川 と

和田川が合流 したもの)と 雨山川に挟まれている。これよりやや南へ上れば同様の環境

下に重要文化財中家住宅もあり、このような地形的な側面は注目される。

降井家屋敷跡は江戸時代初期の特色を有する降井家書院 (昭和 27年重要文化財指定 )

を中心におよそ150m四方の範囲が含まれており、86年 と87年 の調査の際には、屋敷地

を区画すると思われる溝や近世陶磁器片等 も多 く出土 している。

降井家は中家とともに当地方の豪族であったと伝えられ、江戸時代を通 して大いに栄
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え現在に至る旧家である。

昭和27年 3月 重要文化財に指定され

た書院は、江戸時代初期頃の数寄屋風

を多分に加味 した書院造りであり、江

戸時代豪族の生活の一端を窺うことの

できる書院造 りの標本といわれている。

建物は 8畳の上段の間と12畳の次の間

で、三方に畳敷の入側があり、 さらに

縁側を配 している。建立以来の修理は

明らかではないが、柱・ 縁廻 り・ 屋根

等は数度の修理を経ているものと思わ

れる。
―

Ⅲ   Pい

第 13図 降井家屋敷跡94-1区 調査区位置図

1.降井家屋敷跡94-1区

本調査地点は熊取町大字大久保20-1番地、150m四 方の範囲を有する降井家屋敷跡の

中央部南端に位置 しており、申請面積は 213.91ピ である。平成 6年 4月 25日 に届出を受

け、平成 6年 5月 23日 よりの 2日 間調査を行った。 (第 12図 )

旧国道170号線に面 している東側に調査区 1(2× 2m)、 中央付近に調査区 2(2× 1.5m)

を設定 して、人力掘削による調査を行った。 (第 13図 )

調査区 1東壁 調査区 東壁

27.00m

125Y 5/2暗灰色砂質土
225Y 6/3に 、ヽい黄褐色砂質土
310YR 6/2灰黄褐色砂礫土
4 0YR 7/8黄橙色粘質土及び砂 :地山
525Y 6/2灰 黄色砂質土 :整地上
6_25Y 4/1黄灰色砂質土 :新 しい土層
7 0YR 5/2灰黄掲色砂質土 :地山

第 14図  降井家屋敷跡94-1区

0        1m

調査区 102
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二つの調査区において基本層序にはかなりの相違が認められるが、両方で開発に伴 う

整地土層が地山面を直接攪乱削平 している様子が観察され、成果には乏 しいものといわ

ざるをえない。その他に一カ所の トレンチを試みたがやはり攪乱が深 くまで及んでいる

状況をみた。 (第 14図 )

遺物として近世の陶磁器と瓦片を数片検出したが、いずれも表採と近代における整地

攪舌L層中からのものに限られる。

第 3節 久保城跡の調査

ヨ:

:9      1     290m

第 15図  久保城跡 調査区位置図

久保城跡は、熊取町の中央やや北東よりの熊取町大字久保にあって約 9万 どの範囲を

有 している。平安期半ばに編纂されたとされる「和泉国々内神名帳」に名の出て くる大

森神社の南側一帯に広がる段丘面に位置 している。現在、見出川の左岸域一帯を中心 と

した地域に、「矢ノ倉」「的場J「土居ノ内」「中堀J「荒堀」等の城郭に関連する小

字名が集中して存在することから、この地に城郭の存在 したことが推定されている。か

つてこの範囲内において多量の瓦や、瓦器、瓦質土器等が出土 したといわれている。 し

かし今日まで小規模な発掘調査を数力所行っているだけにすぎず、城郭に直接関連する

遺構等は未だ検出されていない。

またこの推定地点よりも南東へ約500m程下がった見出川右岸にあつて、小谷穴釜線
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を中心とする城ノ下遺跡の範囲内にも「城ノ下」

「岡殿」等の小字名がみ られるなど、久保地域に

ぉける城郭等の輪郭は定かではない。

上記の両地域の中間付近に位置する熊取町大字

久保1728番地における平成 5年の調査では、城館

に関する可能性のある彩 しい数の中世の土器類 と

建物跡を検出している。

|

F~-1

/′

1.久保城跡94-1区                          、

調査地点 は、熊取町役場か ら西南西約1.2km付              ヽ
9      1Pm■ 、/′

近に位置 し、大森神社の南、見出川左岸上にある。

一帯は割合と古 くから集落が営まれている様子で、 第 16図

近年個人住宅の建て替えが頻繁に行われている。  久保城跡94-1区 調査区設定図
(多鴛150コ )

本件は個人住宅の建て替え工事に伴うものであり、平成 6年 8月 1日 に届出を受けた。

申請地番は、熊取町大字久保1572-9番地、申請面積は141.75Jで ある。

調査は南北にやや細長い対象地に対 して北側に調査区 1(1.5× 2m)、 南側に調査区

2(2× 2m)を設定 して、平成 6年 8月 18日 より8月 20日 までの 3日 間に渡 って、人力

調査区 1南壁断面図 調査区 2南壁断面図

　́
　
　
　
／

´
　

／

１

　

一
一
　

　

´

囲
韓
　
　
脚
Ｆ
一
一

調

175YR明 褐色砂質土 :開発盛土
225Y 5/2暗 灰黄色砂礫土
35Y  5/2灰 オリープ色砂礫土
45Y  6/3オ リーブ黄色砂質土
525Y 5/2暗 灰黄色砂質土
6 0Y R 6/1褐 灰色粘質土 :攪乱土

第 17図  久保城跡94-1区

7 0YR 8/3黄橙色粘質土 :地山
8 0YR 5/1褐灰色粘土 :地 山
9 0YR 5/1褐灰色砂質土 :シ ル ト系地山
1025Y 6/1黄 灰色粘質土 :砂 を含む地山
75Y 7/1灰白色粘土 :開発盛土
275Y 6/3オ リープ黄色 :開発盛土

調査区 1・ 2断面図

0               1m
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掘削による調査を実施 した。 (第 16図 )

基本層序は、旧宅地の造成・ 解体に伴 う分厚い土層 (第 1～ 6層 )と 、その下に浅黄

色粘土層 (第 7層 )以下の地山が存在 しており、近年の開発が地山面に及んでいる様子

が観察される。 (第 17図 )

この様な状況下、いわゆる包含層と生活面における遺構といったものを当地で検出す

ることは極めて困難と思われ、また調査の結果、出土遺物の類は一切認められなかった。

昨年度の二件の調査に続き、今回も何 ら城郭等に関係する部分に触れることは無かっ

た。

第 4節 大久保 E遺跡の調査

第 18図  大久保 E遺跡 調査区位置図

大久保 E遺跡は」R熊取駅の東300m付近にあり、50m四方の範囲をもつ。

平成元年、 2年の調査の際には、自然流路内より弥生時代から古墳時代にかけての時

期を示すと思われる数多 くの甕・ 高杯・製塩土器等が検出されたが、これが熊取町内で

最大級の発掘成果となっている。これは深さ約 1.5m以下からの検出例であり、以来付

対
⌒
＼ 、
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近においては大規模な開発例がなく、連続するよ

うな成果は報告されていない。今後に期待すると

ころである。

また付近は中世より盛んに開発されていった場

所でもあり、中世を示す土器を含んだ包含層 も多

くみられる。旧粉河街道が範囲内を通っており、

その側面からの追究もなされるべきであろう。

1。 大久保 E遺跡94-1区

調査地点は、」R熊取駅から東南方向に約140m、

大阪外環状線、大久保西交差点から南へ約50mに

下った付近に位置する。また約80m南には蛇行す

る住吉川があり、その右岸部上の地点ともいえる。 第 19図

この辺 りは近年、」R熊取駅前の整備事業が行わ 大久保 E遺跡94-1区 調査区設定図

れて旧態は一変 し、広々とした道路と駐輪場が拡がる殺風景な空間となっている。 (第

18図 )

本件は個人住宅の建て替え工事に伴うものであり、平成 6年 12月 15日 に届出を受けた。

調査区1東壁断面図 調査区2 南壁断面図

175YR 6/8橙 色粘質土 :盛土
2 0YR 5/1褐灰色弱粘質土 :耕作上
3 10Y R 5/2灰 黄褐色弱粘質土
425Y 6/1黄 灰色弱粘質土
5 0Y R 6/6明 黄褐色弱粘質土
625Y 5/6黄 褐色粘質土
7.25Y 6/6明黄掲色弱粘質土 :マ ンガン斑を含む
8.2.5Y 6/1褐 灰色弱粘質上 :マ ンガン斑を含む
9 10Y R 6/1掲 灰色弱粘質土 :マ ンガン斑を含む
0 0YR 5/6黄褐色粘質土

大久保遺跡94-1区 調査区 1

H10YR 4/6褐 色粘質土 :マンガン斑を含む
12.OYR 3/4暗 褐色粘質土 :マ ンガン斑を含む
1325 6/3に ぶい黄色弱粘質土 :マ ンガン斑を含む
4 0YR 6/2灰黄褐色砂礫土
15 0YR 6/8明 黄褐色細砂土

ll:|:羊 訊震目魯蝦移圭
:土蹴片盤む

lsR01の
BIL

18.10Y R S/6明 黄掲色粘質土
910Y R 2/2黒 褐色粘質土 :盛土
20.25Y5/6黄褐色砂質土 :盛土
21攪乱

02断面図第20図

-17-
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第21図 大久保 E遺跡94-1調 査区 3東壁 断面図

申請地番は熊取町大字大久保458-3番地、申請面積は290.83ポ、旧宅撤去の後調査を行っ

た。

調査は平成 7年 1月 23日 より 1月 30日 までの間の 4日 間、入力掘肖1に よって実施 した。

建物予定部分に調査区 1(2× 2m)、 建物の建たない部分に調査区 2(2.5× 1.5m)と

調査区 3(1.5× 2.Om)を 設定 し、既往の調査の結果を踏まえて、 このニカ所は約1.5m

の深度まで掘削 して観察 した。 (第 19図 )

基本層序は、 3つ の調査区ともほぼ一致 しており、上から旧宅造成時の盛土 (第 1層 )

旧耕作土が 2層 (第 2層～第 3層 )、 第 4層から第 6層が中世の可能性のある耕作時の

整地土の連続、第 7層から地山と思わしき黄褐色粘質土 (第 10層 )ま では確実に中世の

耕作に伴 う整地土層の重なりである。 (第 20図 )

第 7層～第 9層からは若干であるが瓦器や土師器の小片を検出している。また調査区

2で は先の黄褐色粘土層の下より、自然流路と思わしき溝 SR01を 検出し、埋土より

土師質の土器細片を一片検出した。

-18-



第 4章 お わ り に

東円寺跡、降井家敷跡、久保城跡、大久保 E遺跡の 4遺跡における計 7件の国庫補助

対策事業に伴 う発掘調査結果の概要を説明した。

東円寺跡に関しては、今年度の国庫補助対策事業に伴 う発掘調査成果では、見る
べき

ものはなかった。 しかし熊取中央小学校内の公共工事に伴う今年度94-1区の大規模な

調査では、東円寺になんらかの関係があると思われる建物の痕跡が確認されている。調

査が進んでいくにつれ、近年の開発行為によつて重要な埋蔵文化財が削平されてしまっ

ている事実の検出例も多 くみられ、今後のさらなる発掘調査によっても、東円寺自体の

痕跡を明らかにすることが厳 しい状況である。

降井家屋敷跡の調査では、以前の成果には及ばないもののいずれも近世以後の陶磁器

片を採取 し、同遺跡の年代観に若干の成果を挙げたと思っている。

残念ながら久保城跡の調査は、開発行為によると思われる既成の攪乱によつて何 も成

果は得 られなかった。

大久保 E遺跡に関しては、今回の調査が、個人住宅の建築によるものという性格上、

その規模 も必然的に制限するべきものであった為、平成元年～ 2年の公共事業の中で行

われた大規模な調査によつて得 られた様な、弥生終末期付近の遺物等に連鎖する成果を

得ることはなかった。但 し今回は、この地における開発が瓦器を伴う時期に開始された

ことを物語る、中世の分厚い包含層を検出し、古代以前の遺跡ばかりが注目される熊取

駅周辺の大久保遺跡での調査の方法にも、新たな検討を加えさせるものがあったと思う。

埋蔵文化財調査の方法と埋蔵文化財保存の意味を常に念頭に掲げ、可能な限り最善の

調査を継続 していく所存である。

註

熊取町教育委員会「熊取町遺跡群発掘調査概要報告書・ Ⅱ」(1988.3)

熊取町教育委員会「東円寺跡発掘調査概要・ Ⅲ」(1989.3)

熊取町委員会「熊取町遺跡群発掘調査概委報告書・Ⅷ」(1994.3)P.10
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